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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

 本研究では、魚類の放射性セシウムの蓄積過程を解明するため、太田川水系内に存在する河

川と湖沼におけるヤマメの 137Cs 濃度の低下傾向を比較した。結果、河川に対してダム湖におけ

る生態学的半減期が長いことが示された。 

                                                                                                                  

（１） 2017 年から 2020 年にかけて太田川及び横川ダムで採捕した魚類の 137Cs 濃度を測定した

(図 1)。 

（２） 河川とダム湖におけるヤマメの 137Cs 濃度経時変化を松崎ら(2015)を参考に指数近似で求

めた(図 2)(1)。 

（３） 得られた指数近似から生態学的半減期を求めた結果、ダム湖で河川よりも生態学的半減期

が長いことが確認された(表 1)。 

（４） 河川と湖沼のヤマメの全長組成を比較したところ、湖沼と河川でヤマメのサイズが有意に

異なっており(T-test, p＜0.05)、生活史と生態の異なる河川残留型と湖沼型であると推定さ

れた(2)(図 3)。 

 

２ 期待される効果 

（１） 同一水系における魚類の汚染メカニズム解明の基礎資料となる。 

（２） 出荷制限解除に向けた支援情報となる。 

 

３ 活用上の留意点 

（１） 今後他水系においても検討が必要。 

（２） 河川の個体は頭と内臓を取り除いた部位で、湖沼の個体は筋肉部で測定している。 

（３） 本研究は ERAN Y-21-05 の助成を受けて実施した。 
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Ⅱ 具体的データ等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 河川とダム湖におけるヤマメの生態学的半減期(相関係数及びP値は 137Cs濃度を対数化し求めた) 
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図2 2017年から2020年にかけて採捕した太田川水系における 

ヤマメの河川とダム湖別の全長組成図 
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図 2 太田川水系の河川とダム湖における

ヤマメの 137Cs濃度の減少傾向 

図1 調査地点概略図（出典：国土地理院ウェブサイト

(https://maps.gsi.go.jp/#15/37.588470/140.880979/&base=s

td&ls=std&disp=1&vs=c1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f0)) 
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ダム湖調査地点 

河川調査地点 

南相馬市原町区馬場 
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https://maps.gsi.go.jp/#15/37.588470/140.880979/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f0

